
〜
親
子
で
学
び
、
考
え
て
み
よ
う

 

「
海
辺
の
環
境
と
私
た
ち
の
く
ら
し
」〜

海
辺
の
達
人
が
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な

が
ら
、
い
つ
も
と
は
一
味
違
っ
た
海
岸

の
魅
力
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
ふ
る
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　

き 

8
月
6
日
㈯
午
前
10
時
〜
午

後
4
時（
荒
天
の
場
合
は
中
止
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

内　

容　

竹
島
海
岸
で
の
生
き
物
の
観

察
会
や
県
水
産
試
験
場（
三
谷
町
）

で
の
実
験
や
施
設
見
学

定　

員　

親
子
30
組（
1
組
3
人
ま
で
）

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

対　

象　

市
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の

保
護
者 

参
加
費　

無
料

申
込
方
法　

7
月
15
日
㈮（
必
着
）ま
で

に
、参
加
希
望
者
全
員
の
氏
名・年
齢・

郵
便
番
号
・
住
所
・
電
話
番
号
を
記

入
の
上
、保
護
者
に
◎
印
を
つ
け
て
ハ

ガ
キ
も
し
く
は
フ
ァ
ク
ス
で
、企
画
調

整
課
内
三
河
湾
環
境
チ
ャ
レ
ン
ジ
実

行
委
員
会（
〒
443-

８
６
０
１ 

Fax 

66
◆

１
１
９
０
）へ
。

そ
の
他　

竹
島
海
岸
、
県
水
産
試
験
場

の
両
会
場
と
も
に
現
地
集
合
と
な
り

ま
す（
駐
車
場
あ
り
）。
昼
食
は
各
自

で
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

東
海
地
方
屈
指
の
観
光
地
・
蒲
郡
。

こ
の
蒲
郡
の
シ
ン
ボ
ル
と
い
え
ば
、「
竹

島
」を
思
い
浮
か
べ
る
方
も
多
い
か
と

思
い
ま
す
。
こ
こ
は
、
日
本
七
弁
天
の

ひ
と
つ
、
竹
島
弁
天
が
あ
り
、
潮
干
狩

で
も
有
名
な
観
光
エ
リ
ア
で
す
が
、
こ

の
海
岸
が
、
最
近
、
ど
ん
な
状
況
に
あ

る
か
知
っ
て
い
ま
す
か
。

一
見
す
る
と
、
何
ら
変
わ
り
な
い
竹

島
海
岸
の
風
景
に
見
え
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
実
は
、
赤
潮
や
苦
潮
が

多
く
発
生
し
た
り
、
緑
色
の
海
藻（
ア

オ
サ
）が
大
量
に
発
生
し
て
海
岸
に
打

ち
上
げ
ら
れ
た
り
、
貝
殻
が
大
量
に
打

ち
上
げ
ら
れ
た
り
と
、
美
し
い
風
景
が

失
わ
れ
て
い
る
時
期
が
あ
る
の
が
実
情

な
の
で
す
。

そ
こ
で
、
美
し
い
竹
島
海
岸
を
取
り

戻
そ
う
と
、
環
境
や
海
の
専
門
家
、
市

民
が
集
ま
っ
て
、
3
年
前
か
ら「
三
河

湾
環
境
チ
ャ
レ
ン
ジ
実
行
委
員
会
」を

立
ち
上
げ
、
三
河
湾
の
環
境
や
海
辺
の

生
態
に
関
す
る
調
査
や
研
究
、
実
験
な

ど
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
海
で
す
。皆
さ
ん
も
、ビ
ー

チ
サ
ン
ダ
ル
を
履
い
て
散
歩
し
な
が

ら
、
海
岸
を
観
察
し
て
身
近
な
海
の
こ

と
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

夏
休
み
親
子
海
辺
の
環
境
学
習
会

竹
島
が
泣
い
て
い
る
…

2005.7.1
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大
量
の
ア
オ
サ
で
埋
め
尽
く
さ
れ

た
砂
浜
。（
平
成
14
年
6
月
撮
影
）

いつもはこんなに美しい竹島ですが…

⬇ こんなときもあります ⬇

問合先　企画調整課 166◆1162 蒲
郡
の
シ
ン
ボ
ル

「
竹
島
海
岸
」に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

「
竹
島
海
岸
」に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？


